（様式）
現場代理人兼務（変更）届出書
平成　　年　　月　　日

（発注者）
様
（受注者）
印
下記のとおり，現場に常駐を要する現場代理人について，他の工事と兼務させるので届け出ます。
なお，この現場代理人については，届け出た工事以外には一切従事しないこと，また，兼務している期間中は必ずいずれかの現場に従事していることを誓約します。
記
1． 兼務する現場代理人の氏名
	氏　　　名
	　


2． 契約工事

	契約番号
	第　　　　　　　　　　　　　　号

	工事名
	

	工事場所
	仙台市　　　　区

	請負代金額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	契約年月日
	平成　　年　　月　　日

	工期
	平成　　年　　月　　日から　平成　　年　　月　　日まで

	現場連絡先
	


3． 兼務する工事

	担当部署
	

	契約番号
	

	工事名
	

	工事場所
	仙台市　　　　区

	請負代金額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	契約年月日
	平成　　年　　月　　日

	工期
	平成　　年　　月　　日から　平成　　年　　月　　日まで

	現場連絡先
	


4． 兼務する工事

	担当部署
	

	契約番号
	

	工事名
	

	工事場所
	仙台市　　　　区

	請負代金額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	契約年月日
	平成　　年　　月　　日

	工期
	平成　　年　　月　　日から　平成　　年　　月　　日まで

	現場連絡先
	


注１）本様式は，施工条件明示書等に契約工事の現場代理人が他の工事の現場代理人との兼務を認める条件が付されている場合に使用できます。
注２）条件を満たす２件までの工事（契約工事含む）の現場代理人を兼務することが可能です。
ただし，兼務する全ての工事の請負代金額（単価契約については，契約限度額）の合計が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）未満の場合に限り，３件までの工事（契約工事含む）を兼務することが可能です。

注３）現場施工の着手日を指定した工事等の配置技術者（主任技術者又は監理技術者）が現場代理人を兼務する場合，配置を要しないと発注者が判断した期間（工事請負契約書に定める工期の着手日から着手指定日の前日まで）においては，さらに兼務することが可能です。
注４）現場代理人、金額、工期に変更があった場合は、変更届を提出すること。
（H290201以降適用）

